
日
本
工
業
大
学
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

　

本
学
は
１
９
６
７
年
、
わ

が
国
唯
一
の
工
業
高
校
生
の

た
め
の
大
学
と
し
て
埼
玉
県

宮
代
町
に
開
学
。
以
来
一
貫

し
て
実
践
的
技
術
教
育
に
徹

し
、
４
万
人
を
超
え
る
卒
業

生
を
輩
出
し
て
き
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
柳
澤
章
理

事
長
は
「
全
国
の
工
業
高
校

生
に
夢
を
与
え
、
建
学
の
理

念
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
、
卒

業
生
が
技
術
者
、
教
育
者
と

し
て
我
が
国
の
存
立
・
発
展

に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は
学

園
の
財
産
。
こ
れ
を
誇
り
と

し
て
次
の
50
年
に
向
け
歩
み

を
進
め
て
い
く
」
と
述
べ
、

「
時
代
の
変
遷
に
対
応
し
、

建
学
の
精
神
に
更
な
る
生
命

を
吹
き
込
む
こ
と
で
社
会
に

対
す
る
本
学
の
意
義
を
持
ち

続
け
、工
学
教
育
に
お
け
る

高
度
な
実
学
の
尊
重
を
実
践

し
て
い
く
」
と
宣
言
し
た
。

　

成
田
健
一
学
長
は
、
式
典

参
列
や
記
念
事
業
協
力
に
対

す
る
謝
辞
を
述
べ
た
う
え
で

「
本
学
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
、
社
会
の
要
求
の
変
化

に
対
応
す
べ
く
、
学
部
学
科

改
組
と
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
大
幅
な
改
編
を
行
っ
た
。

実
工
学
教
育
の
伝
統
を
継
承

し
つ
つ
、
社
会
変
化
に
対
応

で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
す

『
継
承
と
進
化
』を
基
本
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。
大
学

は『
自
律
的
に
、自
ら
を
、変

革
す
る
』組
織
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。価
値
あ
る
、選
ば

れ
る
、社
会
に
貢
献
す
る
大

学
で
あ
り
続
け
る
た
め
教
職

員
一
同
、全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
」と
決
意
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
よ
り
祝
辞

が
贈
ら
れ
た
（
全
て
代
読
）。

要
旨
は
左
記
の
通
り
。

◆

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局

局
長　

義
本
博
司
氏

　

社
会
変
化
に
対
応
で
き
る

実
践
力
、
人
間
力
を
備
え
た

技
術
者
育
成
に
取
り
組
ん
で

き
た
貴
学
の
教
育
実
績
は
社

会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。急
激
な
社
会
変
化
の
中
、

貴
学
の
強
み
や
特
色
を
活
か

し
た
高
度
な
人
材
育
成
が
我

が
国
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

◆
日
本
私
立
大
学
協
会

　

会
長　

大
沼
淳
氏

　

貴
学
は
実
工
学
教
育
の
普

及
・
発
展
の
理
念
の
も
と
、有

意
な
る
技
術
者
を
多
数
輩
出

し
、
社
会
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
し
て
き
た
。
今
日
で
は

特
色
あ
る
３
学
部
６
学
科
を

展
開
す
る
工
学
系
総
合
大
学

と
し
て
不
動
の
地
位
を
確
立

し
て
い
る
。
こ
の
節
目
に
私

立
学
校
の
今
日
的
役
割
の
重

要
性
に
深
く
思
い
を
致
し
、

一
層
の
躍
進
を
祈
念
す
る
。

◆
埼
玉
県

　

知
事　

上
田
清
司
氏

　

貴
学
は
地
域
に
密
着
し
た

工
業
大
学
と
し
て
長
き
に
わ

た
る
実
践
と
研
究
成
果
を
有

し
、
県
の
重
要
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
産
学
官
連
携
に

よ
る
先
端
産
業
の
育
成
や
地

域
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
。
今
後
も
一
層
の
協

力
を
賜
り
た
い
。

　

当
日
は
正
門
か
ら
式
場
ま

で
設
置
さ
れ
た
記
念
フ
ラ
ッ

グ
や
赤
絨
毯
が
来
賓
を
迎
え

た
。
式
場
一
角
に
展
示
さ
れ

た
歴
史
写
真
パ
ネ
ル
前
で
は

参
列
者
が
足
を
止
め
、
50
年

の
歩
み
に
感
慨
を
深
め
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
ダ
イ

ニ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
祝

賀
会
が
催
さ
れ
た
。

　

記
念
式
典
に
先
立
つ
６
月

８
日
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
お
い
て
海
外
来
賓
歓
迎

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ

た
。
式
典
参
列
の
た
め
来
日

し
た
海
外
提
携
校
代
表
者
な

ど
16
名
（
下
表
参
照
）
の
う

ち
11
名
、
提
携
校
出
身
の
留

学
生
６
名
、
本
学
関
係
者
19

名
が
出
席
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
は
立
食
形
式

で
行
わ
れ
た
。
成
田
学
長
、

柳
澤
理
事
長
が
挨
拶
に
立

ち
、
式
典
参
列
に
対
す
る
謝

辞
を
述
べ
、
今
後
一
層
の
交

流
発
展
に
期
待
を
寄
せ
た
。

　

来
賓
か
ら
は
祝
辞
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
、
返
礼
と
し
て

七
宝
飾
皿
が
成
田
学
長
よ
り

手
渡
さ
れ
た
。
出
席
者
は
過

去
の
訪
問
話
な
ど
に
花
を
咲

か
せ
、
親
睦
を
深
め
た
。

　

翌
９
日
、
来
賓
一
行
は
本

学
職
員
の
案
内
に
よ
り
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
浅
草
寺
、

銀
座
な
ど
を
バ
ス
で
巡
り
、

都
内
の
名
所
を
満
喫
し
た
。

　

本
学
の
環
境
推
進
活
動

は
、
２
０
０
１
年
６
月
の
Ｊ

Ａ
Ｃ
Ｏ
に
よ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
認
証
・
登
録
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
17
年
が
経
過
し

た
。
そ
の
間
、
本
学
が
定
め

た
環
境
方
針
に
則
り
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
動
に
よ
る
低
炭

素
社
会
へ
の
貢
献
や
光
熱
水

費
の
コ
ス
ト
低
減
、
環
境
教

育
を
身
に
つ
け
た
学
生
（
環

境
人
）
の
輩
出
、ま
た
、地
元

宮
代
町
を
中
心
と
し
た
地
域

社
会
と
の
協
働
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
。そ
の
結
果
、エ
コ
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
「
５
つ
星

エ
コ
大
学
」
受
賞
や
サ
ス
テ

イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
評
価

（
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
）の
「
ゴ
ー
ル
ド

認
証
」
な
ど
学
外
か
ら
も
高

い
評
価
を
得
て
、
環
境
推
進

活
動
は
成
熟
期
を
迎
え
た
。

　

本
学
で
は
環
境
マ
イ
ン
ド

が
十
分
に
浸
透
し
て
き
た
も

の
と
判
断
し
、
２
０
１
８
年

５
月
26
日
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
認
証
を
返
還
。
６
月
１

日
を
起
点
に
自
己
宣
言
を
行

い
、
今
日
ま
で
の
環
境
活
動

を
継
承
し
つ
つ
高
等
教
育
機

関
で
あ
る
大
学
の
事
業
活
動

に
添
っ
た
、
よ
り
進
化
し
た

独
自
の
環
境
推
進
活
動
を
追

求
す
べ
く
、
新
た
な
活
動

「
Ｎ
Ｉ
Ｔ
︱

Ｅ
Ｍ
Ｓ
」（
日
本

工
業
大
学
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
）
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
環
境
推
進
委
員
会

で
決
定
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
５
月
31
日

に
は
「
Ｎ
Ｉ
Ｔ
︱

Ｅ
Ｍ
Ｓ
」

の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
代

表
経
営
責
任
者
の
柳
澤
理
事

長
か
ら
立
ち
上
げ
宣
言
、
経

緯
説
明
等
、
全
学
へ
の
周
知

が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
、
代
表
環
境
管
理
責
任

者
の
竹
内
教
授
、
環
境
管
理

責
任
者
の
林
総
務
部
長
、
環

境
推
進
事
務
局
の
原
施
設
環

境
管
理
課
長
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
文

書
の
電
子
化
及
び
電
子
印
鑑

の
導
入
を
行
い
業
務
の
効
率

化
を
目
指
す
こ
と
、
年
間
活

動
計
画
に
本
来
業
務
の
教
育

に
関
す
る
活
動
を
よ
り
多
く

組
み
込
む
等
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
地
球
温
暖
化
対
策

な
ど
の
環
境
問
題
や
、
活
動

を
評
価
す
る
た
め
の
第
三
者

か
ら
の
監
査
の
有
り
方
な

ど
、
課
題
に
つ
い
て
も
共
有

化
し
、
大
学
な
ら
で
は
の
新

た
な
環
境
推
進
活
動
に
向
け

て
、
学
生
・
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

17
年
の
実
績
と
評
価
を
礎
に

独
自
の
環
境
推
進
活
動
を
追
求

　

日
本
工
業
大
学
が
宮
代
の
地
に
開
学
し
、
工
業
教
育
の
理

想
を
追
求
し
て
50
年
。
節
目
を
祝
う
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が

６
月
10
日
、
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。

　

海
外
提
携
校
代
表
者
、
大
学
・
教
育
関
係
者
、
自
治
体
代

表
者
な
ど
約
５
０
０
名
が
出
席
。
半
世
紀
の
歩
み
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
実
工
学
教
育
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

大
学
設
立
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

建学の精神に更なる生命を吹込み
新たな実工学教育を実践

本館前の懸垂タイトルバナー

エコキャンパスの象徴であるソーラーシステム

挨拶する柳澤理事長

歴史写真パネル

海
外
来
賓
を
お
も
て
な
し

海
外
来
賓
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

パーティに出席した柳澤理事長（左2人目）と成田学長（右端）

校名／施設名 所在国 役　職 氏　名（敬称略） 校名／施設名 所在国 役　職 氏　名（敬称略）
華中科技大学 中国 副学長 許　 東 衢州中等専業学校 中国 校長補佐 汪　群鋒

元学長 李　培根 実習就職所主任 　安荣
国際交流処 処長補佐 程　潤文 元校長 翁　孝川

キングモンクット
工科大学
トンブリ校※

タイ 学長 Sakarindr Bhumiratana 中国科技大学 台湾 副校長 張　偉斌
学長夫人 Mrs. Visakha Bhumiratana 副教授 李　東明
副学長 Pornnapit Darasawang 高苑科技大学 台湾 副学長 林　錦郎
助教授 国際交流担当 Anak Khantachawana 応用外国語学科副主任 佐藤　健　
研究員 Supakit Amornthitipong カナダ研修所 カナダ 所長 Phil Cann

※式典のみ参加

　

２
０
１
７
年
度
の
省
エ
ネ

活
動
は
、
学
生
・
教
職
員
の

協
力
に
よ
る
省
エ
ネ
活
動
に

加
え
、
設
備
改
善
等
を
行
っ

た
。
具
体
的
に
は
機
械
工
学

科
棟
（
Ｅ
１
棟
）・
情
報
工

学
科
棟
（
14
号
館
）
照
明
器

具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
行
い
、
Ｅ

１
棟
で
33
・
３
％
、
14
号
館

で
22
・
５
％
の
電
力
削
減
を

図
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体

と
し
て
は
、
前
年
度
比
で
電

力
使
用
量
の
23
・
６
％
削
減

を
図
っ
た
も
の
の
、
都
市
ガ

ス
は
８
％
の
増
加
と
な
っ

た
。
こ
の
要
因
は
昨
年
夏
の

平
均
気
温
が
高
か
っ
た
こ
と

に
加
え
、
50
周
年
建
設
記
念

事
業
で
新
築
さ
れ
た
新
ク
ラ

ブ
棟
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ホ
ー

ル
、
増
床
さ
れ
た
キ
ッ
チ
ン

＆
カ
フ
ェ
ト
レ
ビ
の
運
用
開

始
に
よ
る
使
用
量
の
増
加
で

あ
る
。
さ
ら
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
で
は
目
標
の
基
準
年
（
２

０
０
５
年
〜
２
０
０
７
年
３

年
間
の
平
均
値
）
比
20
％
削

減
に
対
し
、
16
・
55
％
削
減

に
留
ま
っ
た
。
以
上
の
結

果
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電
力･

ガ
ス
合
計
）
全
体
の
光
熱
水

費
は
約
13
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。

　

一
方
、
今
夏
の
省
エ
ネ
は

「
埼
玉
県
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
条
例
」
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

目
標
値
が
基
準
年
比
15
％
削

減
の
と
こ
ろ
、
本
学
で
は

20
％
削
減
を
目
標
に
掲
げ
以

下
の
活
動
を
行
う
。
①
省
エ

ネ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
②
空
調

の
中
間
期
完
全
停
止
③
外
気

温
度
に
よ
る
空
調
運
転
制
御

④
棟
別
に
６
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
30
分
間
の
内
、
５
分
間
空

調
機
遠
隔
停
止
の
実
施
⑤

ク
ー
ル
ビ
ズ
の
励
行
。
併
せ

て
、
設
備
の
省
エ
ネ
改
善
と

し
て
、
省
エ
ネ
中
長
期
計
画

に
基
づ
き
、
Ｗ
１
棟
（
留
学

生
別
科
棟
）
と
Ｗ
５
棟 

（
建

築
学
科
実
験
棟
）
及
び
Ｗ
７

棟
（
建
築
技
術
セ
ン
タ
ー
）

の
照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

し
、
各
建
物
で
約
20
％
を
節

電
す
る
計
画
で
あ
る
。
ま

た
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
管

理
部
会
」
を
中
心
に
、
新
築

さ
れ
た
建
物
の
空
調
機
運
用

改
善
を
図
り
、
サ
ス
テ
イ
ナ

ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
に

向
け
活
動
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

夏
季
節
電
へ
の
取
り
組
み

空
調
機
の
運
用
改
善
な
ど
で

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の

20
％
削
減
を
目
指
す
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第
１
回
Ｓ
Ｍ
Ｅ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授　

水
澤

直
哉

コンテストの参加者を募集中！
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校生で、テーマ、CG、自由の3 部
門。優秀作品は加工して展示後、
お渡しします。

作品送付先／お問い合わせ先

第10回3D-CADプロダクトデザインコンテスト
結果発表
表彰式

作品送付
締切 10/289/10

先進工学部ロボティクス学科　秋元俊成
TEL：0480-33-7716（学科事務室）　E-mail：akimoto@nit.ac.jp
http://ise.nit.ac.jp/mrc.html（エントリーはHPから）

約１インチサイズ、名刺サイズの小
型ロボットによるライントレース競
技です。初心者でも競技参加しや
すいようノビス部門も設置してい
ます。全員完走を目標に、今夏も
学内外で講習会を実施します。

エントリー／お問い合わせ先

第12回 マイクロロボコン高校生大会
申込
締切 10/31

建築設計競技委員会
TEL：0480-33-7681　E-mail：kenchiku-compe@nit.ac.jp
http://nit-kenchiku.jp/activities/

建築を学ぶ高校生を対象とした
建築設計の腕試しの場として、ま
た本学建築学科の設計教育活動
の一環として、毎年開催していま
す。今回の課題は「4匹目の子ぶた
の家」です。

作品送付先／お問い合わせ先

第32回 建築設計競技
入賞発表提出期限 9月上旬8/31

開催日 12/22

　

６
月
８
日
、
本
学
工
業
技

術
博
物
館
と
同
後
援
会
に
よ

る
春
季
特
別
講
演
会
、
第
28

回
後
援
会
総
会
が
学
友
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
今

回
も
産
学
連
携
起
業
教
育
セ

ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉

産
学
交
流
会
の
支
援
を
得

て
、
後
援
会
会
員
、
本
学
幹

部
、
教
員
、
機
械
工
学
科
の

学
生
に
加
え
、
企
業
等
か
ら

の
参
加
も
み
ら
れ
た
。

　

特
別
講
演
会
で
は
、
茨
城

大
学
教
育
学
部
特
任
教
授
の

性
、
国
に
よ
る
文
化
財
指
定

と
学
術
団
体
に
よ
る
認
定
に

つ
い
て
語
っ
た
。

　

総
会
で
は
高
山
後
援
会
長

が
議
長
を
務
め
、
後
援
会
の

２
０
１
７
年
度
の
事
業
・
決

算
報
告
、
２
０
１
８
年
度
の

事
業
・
予
算
案
が
審
議
さ

れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。

　

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
懇
親

会
で
は
、
堤
一
郎
講
師
の
出

席
も
得
て
、
な
ご
や
か
な
懇

談
が
持
た
れ
た
。

堤
一
郎
氏
を
講
師
に
招
き

「
産
業
革
命
推
進
の
原
動
力

︱
蒸
気
機
関
と
工
作
機
械

︱
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行

わ
れ
た
。

　

堤
氏
は
、
ま
ず
英
国
の
産

業
革
命
に
関
し
て
、
そ
の
社

会
的
背
景
に
続
き
、
紡
績
工

場
か
ら
始
ま
っ
た
状
況
、
蒸

気
機
関
と
工
作
機
械
の
密
接

な
関
わ
り
、
そ
し
て
可
搬
型

高
圧
蒸
気
機
関
の
登
場
に

至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
詳
細

に
解
説
。
次
に
日
本
の
産
業

革
命
に
移
り
、
日
本

の
開
国
と
英
国
の
国

内
事
情
が
適
合
し
た

背
景
、
日
本
に
お
け

る
産
業
革
命
推
進
の

過
程
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
続
い
て
、
日

本
機
械
学
会
の
「
技

術
と
社
会
」
部
門
の

運
営
に
長
年
携
わ
っ

て
き
た
経
験
か
ら
、

機
械
関
連
の
遺
産
保

存
と
利
活
用
の
必
要

　

本
学
で
は
先
の
７
県
以
外

に
、
多
く
の
学
生
の
出
身
で

あ
る
青
森
県
、
秋
田
県
、
宮

城
県
、
山
形
県
、
静
岡
県
、

山
梨
県
の
自
治
体
に
も
協
力

を
依
頼
し
、
13
県
に
お
け
る

「
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
情
報

提
供
支
援
」
を
全
学
年
、
全

学
科
を
対
象
に
毎
年
７
月
に

実
施
し
て
い
る
。
県
の
魅
力

か
ら
始
ま
り
、
就
職
求
人
情

報
サ
イ
ト
の
提
供
、
さ
ら
に

奨
学
金
や
地
元
で
の
就
職
活

動
に
関
わ
る
交
通
費
の
助
成

等
の
情
報
も
紹
介
す
る
。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る

学
生
は
、
こ
の
機
会
を
有
効

に
利
用
し
て
ほ
し
い
。

　

昨
今
、
就
職
活
動
の
早
期

化
に
伴
い
、
早
い
段
階
で
企

業
と
接
触
が
で
き
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
者

が
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
状

況
に
鑑
み
、
本
学
は
今
年
初

め
て
８
月
６
日
・
７
日
の
２

日
間
を
利
用
し
て
「
業
界
・

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
セ
ミ

　

本
事
業
は

文
部
科
学
省

補
助
事
業

「
大
学
間
連
携

共
同
教
育
推

進
事
業
（
地

域
連
携
）」
と

し
て
２
０
１

２
年
度
に
採

択
さ
れ
、
連

携
力
の
高
い

専
門
職
育
成

を
目
的
と
し

て
、
16
年
度
に
か
け
て
進
め

ら
れ
て
き
た
。
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
で
あ
る
埼
玉
県
に
加

え
、
県
内
病
院
・
施
設
、
各

種
団
体
等
と
協
力
し
、
地
域

住
民
の
質
の
高
い
暮
ら
し
の

実
現
の
た
め
「
彩
の
国
大
学

連
携
科
目
」
を
４
大
学
共
同

で
開
発
、
開
講
。
多
職
種
連

携
に
よ
り
高
い
課
題
解
決
力

（
連
携
力
）
を
持
つ
人
材
の

育
成
を
目
指
し
た
。

　

本
事
業
の
核
と
な
る
の
が

４
大
学
連
携
に
よ
る
「
Ｉ
Ｐ

Ｅ
（
地
域
基
盤
型
専
門
職
連

携
教
育
）
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で

あ
る
。
共
通
の
教
育
目
標
を

設
定
し
、
Ｉ
Ｐ
Ｗ
（
複
数
の

専
門
職
間
連
携
協
働
）
演

習
・
実
習
は
４
大
学
共
同
授

業
と
し
て
、
Ｉ
Ｐ
Ｗ
論
と

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ケ
ア
論
・
実
習

は
各
大
学
の
既
存
科
目
に
組

み
込
む
形
で
実
施
。
学
生
に

と
っ
て
は
共
に
同
じ
場
で
学

び
、
考
え
、
提
案
し
あ
う
こ

と
で
新
た
な
知
見
や
連
携
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
教
職

員
は
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

教
材
の
開
発
を
通
し
て
教
育

の
質
の
担
保
を
目
指
す
な

ど
、
こ
の
４
年
間
で
多
く
の

成
果
が
得
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
学
際
的
共
同
研

究
、
学
生
支
援
、
広
報
と
研

修
、
実
施
体
制
整
備
に
よ
る

連
携
大
学
の
共
同
し
た
教
育

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
加
え
、

医
師
等
が
参
加
す
る
評
価
委

員
会
の
評
価
を
受
け
な
が
ら

大
学
の
垣
根
を
越
え
た
連
携

教
育
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
た

実
績
が
「
計
画
を
超
え
た
取

組
が
行
わ
れ
、
優
れ
た
成
果

が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
事
業
の
目
的
を
十
分

に
達
成
で
き
た
」
と
評
価
さ

れ
た
。

補
助
期
間
終
了
後
も

埼
玉
県
と
協
働
し
継
続

　

本
事
業
は
埼
玉
県
を
中
心

と
し
た
新
た
な
連
携
協
定
に

基
づ
き
、
２
０
１
７
年
度
以

降
も
発
展
的
に
展
開
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
、
現
在
も
継

続
さ
れ
て
い
る
。

　

本
学
で
は
建
築
学
科
生
活

環
境
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
に
お

い
て
「
連
携
力
の
高
い
専
門

職
」
の
育
成
に
貢
献
す
る
と

と
も
に
、
在
学
生
と
卒
業
生

が
活
躍
で
き
る
教
育
機
会
を

今
後
も
引
き
続
き
提
供
し
て

い
く
。

　

去
る
６
月
16
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
頭
書
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
テ
ー

マ
は
、「
変
革
の
時
代
を
拓
く

価
値
創
造
経
営
の
要
諦
」
で

あ
る
。
22
名
の
参
加
を
得
、

３
時
間
の
セ
ミ
ナ
ー
は
闊
達

な
意
見
交
換
の
場
と
な
っ

た
。
大
き
な
刺
激
と
深
い
洞

察
を
得
た
と
の
感
想
が
参
加

者
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

企
業
経
営
が
直
面
す
る
変
化

　

過
去
の
成
功
体
験
の
延
長

線
上
に
事
業
の
未
来
が
描
け

な
い
変
革
の
時
代
、
過
去
の

常
識
や
成
功
体
験
こ
そ
が
成

長
の
制
約
条
件
に
な
っ
て
い

た
り
、
従
来
の
経
営
に
対
す

る
価
値
観
が
時
代
の
変
化
の

中
で
不
適
合
に
な
り
、
自
社

内
部
の
常
識
が
顧
客
の
非
常

識
と
な
る
リ
ス
ク
が
増
大
し

て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
経
済
の

進
展
の
下
、
顧
客
欲
求
の
本

音
の
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
の
方

が
、
内
部
の
意
識
変
革
の
ス

ピ
ー
ド
よ
り
も
早
い
時
代
と

な
り
、
従
来
の
や
り
方
の
踏

襲
こ
そ
が
、
事
業
を
危
う
く

す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
ま
さ
に
、
今
ま
で
の

経
営
の
前
提
を
一
夜
に
し
て

覆
し
、
破
壊
的
変
革
を
も
た

ら
す
“
Ｂ
ｉ
ｇ　

Ｂ
ａ
ｎ
ｇ　

Ｄ
ｉ
ｓ
ｒ
ｕ
ｐ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
”

の
時
代
に
突
入
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

本
セ
ミ
ナ
ー
の
意
義

　

変
革
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ

「
徹
底
し
た
顧
客
視
点
で
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
こ
そ
が

未
来
の
経
営
展
開
の
要
で
あ

る
事
を
、
私
が
基
調
講
演
で

ご
案
内
し
た
後
二
つ
の
事
例

を
通
じ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

躍
動
を
体
感
し
て
頂
い
た
。

講
演
１
．
ス
リ
ー
エ
ム
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
技
術
統
轄
技

術
部
長
松
本
日
出
夫
氏
に
ご

登
壇
頂
い
た
。
徹
底
し
た
顧

客
視
点
で
の
継
続
的
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
、
世

界
か
ら
称
賛
さ
れ
て
い
る
同

社
の
取
り
組
み
か
ら
、「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
」に
関

し
、
双
方
向
の
や
り
取
り
を

通
じ
ご
講
演
頂
い
た
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
同

社
の
革
新
的
な
企
業
文
化
か

ら
、
参
加
者
は
新
た
な
気
付

き
と
深
い
示
唆
を
得
て
い
た
。

講
演
２
．
独
立
行
政
法
人　

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
千
葉
デ
ス
ク
国
際
協
力

推
進
員
永
井
大
策
氏
に
ご
登

壇
頂
い
た
。
同
機
構
の
従
来

か
ら
の
任
務
で
あ
る
Ｏ
Ｄ
Ａ

を
通
じ
た
国
際
協
力
支
援

と
、
日
本
国
内
の
地
方
創
生

を
、
現
場
か
ら
統
合
し
て
行

く
新
た
な
取
り
組
み
に
関

し
、
熱
く
ご
講
演
頂
い
た
。

変
革
を
主
導
す
る
永
井
氏
に

向
け
、
支
援
の
声
が
沸
き
上

が
っ
た
。

　

新
た
な
未
来
を
実
感
す
る

相
互
交
流
の
場
と
な
っ
た
。

IPW実習を行う4大学の学生

講師の堤氏

彩
の
国
連
携
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日
本
学
術
振
興
会
よ
り
最
高
評
価

　

本
学
が
埼
玉
県
立
大
学
、
埼
玉
医
科
大
学
、
城
西
大
学
と

協
働
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
彩
の
国
連
携
力
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」が
日
本
学
術
振
興
会
に
よ
る
事
業
評
価
の
結
果
、

最
高
評
価
と
な
る
「
Ｓ
評
価
」
を
獲
得
し
た
。

工
業
技
術
博
物
館
と
後
援
会

特
別
講
演
会・総
会
を
開
催

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
説
明
会
を
実
施

　

本
学
は
６
月
、
岩
手
県
と

「
就
職
支
援
の
協
定
」
を
締

結
し
た
。
福
島
県
、
茨
城

県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
新

潟
県
、
長
野
県
に
次
い
で
７

県
目
と
な
る
。
こ
の
背
景
に

は
「
地
方
創
生
」
に
関
わ
る

国
策
と
し
て
の
側
面
が
あ
る

が
、
な
に
よ
り
も
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
を
希
望
す
る
学
生
へ

の
就
職
支
援
の
充
実
が
狙
い

で
あ
る
。

ナ
ー
」
を
実
施
す

る
。
こ
の
機
会
を
利

用
し
就
業
体
験
を
す

る
こ
と
で
、
就
職
活

動
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上

す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

長
い
夏
休
み
を
有

効
か
つ
充
実
し
た
も

の
と
す
る
た
め
に
、

出
席
す
る
こ
と
を
お

勧
め
す
る
。

就
職
支
援
情
報

岩手県との協定締結式



平成30年8月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第214号（3）

　6月6日、ＬＣセンターにて第11回ライブ
ラリーカフェが開催された。今回は機械工
学科の細田彰一先生を迎え「アニメ・SＦ 
デザインよもやま話」と題した講演の後、
カフェタイムでは先生を囲んで“マニア話”
を楽しんだ。学生には身近なテーマという
こともあり、トーク、カフェともに大いに盛
り上がった。

新
学
部
学
科
説
明
会
を
開
催

全
国
81
校
・
82
名
の
教
諭
が
参
加

社会人大学院生　募集
（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）
◆大学院工学研究科（博士前期課程・博士後期課程）

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp

■平成31年度　大学院　社会人特別選抜入試日程
日程

出願期間
平成30年9月21日～9月25日
平成31年2月13日～2月20日

面接試験
10月04日
02月27日

手続締切
平成31年1月25日
平成31年3月11日

合格発表
10月13日
03月06日

一次募集
二次募集

＊環境共生システム学専攻　　＊機械システム工学専攻
＊電子情報メディア工学専攻　＊建築デザイン学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを

ライブラリカフェ

新
学
習
指
導
要
領
に
つい
て
協
議

講
演
会「
地
域
連
携
で
学
ん
だ
こ
と
」

本
学
卒
業
教
職
員
の
集
い

　

千
葉
県
工
業
系
高
大
連
携

推
進
委
員
会
、
千
葉
県
高
等

学
校
教
育
研
究
会
工
業
部
会

の
主
催
に
よ
る
「
高
大
連
携 

高
校
生
・
大
学
生
交
流
会
」

が
６
月
15
日
、
千
葉
工
業
大

学
で
開
催
さ
れ
た
。
交
流
会

の
目
的
は
「
工
業
高
校
を
卒

業
し
た
工
学
系
大
学
生
（
大

学
院
生
）
が
在
籍
す
る
大
学

へ
の
志
願
理
由
、
大
学
入
学

後
の
勉
強
や
研
究
内
容
、
高

校
と
大
学
の
違
い
、
卒
業
後

の
進
路
（
希
望
）
な
ど
に
つ

い
て
、
各
大
学
の
特
色
を
踏

ま
え
た
大
学
紹
介
と
共
に
体

験
発
表
す
る
こ
と
で
、
高
校

生
の
進
路
選
択
の
一
助
と
す

る
こ
と
」
で
あ
る
。

　

今
回
、
本
学
か
ら
創
造
シ

ス
テ
ム
工
学
科
３
年
の
塙
大

河
さ
ん
、
電
気
電
子
工
学
科

２
年
の
小
橋
川
ケ
イ
ジ
さ
ん

の
２
名
が
参
加
。
各
々
が
大

学
入
学
前
に
抱
い
た
期
待
や

不
安
、
入
学
後
に
感
じ
た
こ

と
、
授
業
へ
の
取
組
み
、
課

外
活
動
、
興
味
の
あ
る
研
究

テ
ー
マ
等
に
つ
い
て
実
体
験

を
通
じ
た
発
表
を
行
っ
た
。

　

高
校
生
か
ら
は
、
授
業
で

苦
労
し
た
事
や
、
学
生
生
活

等
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
が

あ
り
、
学
生
は
丁
寧
に
説
明

し
て
い
た
。

　

発
表
し
た
学
生
は
「
発
表

会
を
通
じ
て
、
今
ま
で
の
振

り
返
り
が
で
き
た
。
入
学
当

初
の
気
持
ち
を
思
い
出
し
、

今
後
に
繋
げ
た
い
」
と
の
抱

負
を
述
べ
た
。

高校生の質問に対応する学生

グループ協議

成田学長の挨拶

高
大
連
携 

高
校
生
・
大
学
生
交
流
会

大
学
で
の
実
体
験
を
紹
介

が
行
わ
れ
た
。
講
師
に
は
建

築
学
科
Ｏ
Ｂ
（
１
９
９
９
年

卒
）
で
、
現
在
京
都
府
立
宮

津
高
等
学
校
建
築
科
長
を
務

め
る
小
谷
保
雄
教
諭
が
招
か

れ
た
。
同
校
は
工
業
高
校
か

ら
の
学
校
改
編
に
伴
い
、
普

通
科
と
建
築
科
を
併
設
し
た

結
果
、
既
存
の
建
築
科
の
志

願
倍
率
が
低
迷
す
る
事
態
に

陥
っ
た
が
、
そ
の
対
応
に
つ

い
て
小
谷
教
諭
が
説
明
。
地

域
の
落
書
き
落
と
し
、
地
域

建
築
団
体
と
連
携
し
た
地
域

産
業
の
担
い
手
育
成
事
業
へ

の
取
り
組
み
、
東
日
本
大
震

災
の
復
興
支
援
な
ど
の
実
績

を
重
ね
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
に

採
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、

応
募
倍
率
を
Ｖ
字
回
復
さ
せ

た
。

　

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ホ
ー
ル

で
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、

工
友
会
総
会
参
加
者
を
交

え
、
情
報
交
換
が
活
発
に
行

わ
れ
た
。
来
年
度
以
降
も
引

き
続
き
、
工
友
会
と
合
同
で

開
催
予
定
で
あ
る
。

に
対
す
る
各
校
の
取
り
組
み

状
況
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー

プ
協
議
が
行
わ
れ
た
。
高
等

学
校
新
学
習
指
導
要
領
が
３

月
末
に
告
示
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
、
今
回
の
改
訂
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
本
学
工
業
教

育
研
究
所
長
の
渡
辺
勉
教
授

が
説
明
。
参
加
校
の
代
表
者

か
ら
は
、
各
校
の
取
組
み
状

況
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ

た
。

　

続
い
て
学
友
会
館
に
場
所

を
移
し
、「
地
域
連
携
で
学

ん
だ
こ
と
」
を
題
目
に
講
演

　
「
本
学
卒
業
教
職
員
の
集

い｣

（
実
行
委
員
長
・
守
屋

文
俊
都
立
練
馬
工
業
高
等
学

校
統
括
校
長
）
は
６
月
９

日
、
本
学
機
械
実
工
学
教
育

セ
ン
タ
ー
、
学
友
会
館
ホ
ー

ル
他
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国

の
中
学
・
高
校
等
で
教
鞭
を

と
る
本
学
卒
業
の
現
職
教
員

48
名
と
来
賓
、
本
学
教
職

員
・
学
生
52
名
を
含
む
１
０

０
名
以
上
が
出
席
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
実
行
委
員

長
及
び
成
田
学
長
が
挨
拶
。

次
い
で
「
新
学
習
指
導
要
領

始
ま
る
新
し
い
時
代
に
向
け

て
の
人
材
育
成
を
目
指
し

て
」
と
題
し
、
２
０
１
８
年

度
か
ら
の
新
し
い
学
び
な
ど

に
つ
い
て
説
明
。
次
い
で
各

学
科
長
に
よ
る
新
学
科
紹

介
、
齊
藤
入
試
室
課
長
に
よ

る
２
０
１
９
年
度
入
試
概
要

等
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

休
憩
後
、「
体
験
報
告
」

と
し
て
在
学
生
２
名
の
発
表

が
行
わ
れ
た
。
電
気
電
子
工

学
科
２
年
の
黒
澤
達
也
さ
ん

は
学
内
奨
学
生
や
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
な
ど
自
身
の
経
験

談
に
つ
い
て
、
電
子
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
専
攻
１
年
の
對

馬
帆
南
さ
ん
は
ホ
ノ
ル
ル
で

開
催
さ
れ
た
信
号
処
理
学
会

で
の
学
生
論
文
賞
受
賞
に
つ

い
て
語
っ
た
。

　

こ
の
後
、
応
用
化
学
科
白

木
教
授
の
全
固
体
電
池
の
研

究
装
置
な
ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス

内
各
施
設
を
巡
る
見
学
ツ

ア
ー
が
催
さ
れ
た
。
最
後
は

Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
１
階
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
場
所
を
移

し
、
参
加
教
諭
と
学
科
教
員

で
の
個
別
相
談
・
情
報
交
換

を
行
い
、
盛
況
な
う
ち
に
終

　

５
月
25
日
、
昨
年
に
続

き
、
高
等
学
校
教
諭
を
対
象

と
し
た
新
学
部
学
科
説
明
会

が
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
１
階
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
近
隣

の
高
等
学
校
の
み
な
ら
ず
、

北
は
青
森
県
か
ら
南
は
徳
島

県
ま
で
、
昨
年
を
上
回
る
合

計
81
校
、
82
名
の
高
等
学
校

教
諭
が
参
加
し
た
。

　

成
田
学
長
の
挨
拶
に
続

き
、
辻
村
教
務
部
長
、
大
橋

教
務
部
長
補
佐
、
佐
藤
共
通

教
育
学
群
長
が
「
こ
れ
か
ら

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

・各入試の詳細は、それぞれの「募集要項」でご確認ください。　・エントリー、申込、出願等にあたっては、締切日必着とします。

2019年度入試概要

入試名称 併願の可否 内　　　容 日　　　　程

特別奨学生入試 単　願

奨学生には、
1年目の授業料の全額（98万円）
 　　　   または半額（49万円）
を免除
・書類審査および面接による選考
・特待生制度あり

申込期間  9/10（月）〜 9/20（木）
面接日と面接会場  9/29（土）　本学
内定日 10/ 4（木）
出願期間 10/ 5（金）〜10/15（月）
合格発表日 10/25（木）
入学手続
締切日

第1回 11/ 6（火）
第2回  1/22（火）

一般入試 併願可

・  一般入試Ａで各学科・コースの成
績上位（合格者の5％）に1年目
の授業料　全額（98万円）また
は半額（49万円）を免除

・  筆記試験および調査書による選考
・試験教科・科目は、

 一般入試Ａは数学・理科（物理、
化学、生物から1科目を選択）・外
国語（英語）の3教科。
一般入試Ｂは2教科を選択。

一般入試Ａ 一般入試Ｂ

出願期間
 1/ 7（月）〜 1/21（月）
インターネット出願は12/20（木）から利用開始
本学会場のみ1/22（火）も窓口受付

 2/ 2（土）〜 2/15（金）

試
　
験
　
日

・４日間から選択
（複数日受験可）

 1/29（火）  本学・東京・郡山・高崎 
柏・横浜・名古屋

 1/30（水）  本学・東京・水戸・宇都宮 
千葉・長野・静岡

 1/31（木）本学・東京・仙台・新潟
 2/ 1（金）本学・東京

 2/21（木）本学・東京

合格発表日  2/ 8（金）16：00  3/ 1（金）16：00
入学手続締切日  2/19（火）  3/12（火）

センター利用入試 併願可

・  平成31年度大学入試センター試
験で、本学が指定する教科・ 科目
の成績および調査書による選考

・検定料割引制度あり

センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ

出願期間
 1/ 7（月）〜 1/28（月）
インターネット出願は12/20（木）
から利用開始

 2/ 2（土）〜 2/15（金）  2/23（土）〜 3/12（火）

センター試験実施日  1/19（土）・20（日）※本学での個別学力試験等は実施いたしません
合格発表日  2/ 8（金）16：00  3/ 1（金）16：00  3/18（月）16：00
入学手続締切日  2/19（火）  3/12（火）  3/25（月）

一般推薦入試
（公募制）

併願可

・  書類審査および面接による選考
・  専門高校（工業科）以外の生徒

が対象
・公募制

第1期 第2期
出願期間 11/ 1（木）〜11/ 8（木） 12/ 1（土）〜12/10（月）
面接日と面接会場 11/17（土）　本学 12/15（土）　本学
合格発表日 11/29（木） 12/20（木）
入学手続
締切日

第1回 12/13（木）
 1/22（火）

第2回  1/22（火）

専門高校入試
（Ｓ 工業科）

併願可
・  書類審査および面接による選考
・工業科生徒が対象
・  国公立大学等との併願に最適

申込期間  9/10（月）〜 9/20（木）
面接日と面接会場  9/29（土）　本学
内定日 10/ 4（木）
出願期間 10/ 5（金）〜10/15（月）
合格発表日 10/25（木）
入学手続締切日  1/22（火）

専門高校入試
（B 工業科）

併願可
・  書類審査および面接による選考
・工業科生徒が対象
・公募制

第1期 第2期
出願期間 11/ 1（木）〜11/ 8（木） 12/ 1（土）〜12/10（月）
面接日と面接会場 11/17（土）　本学 12/15（土）　本学
合格発表日 11/29（木） 12/20（木）
入学手続
締切日

第1回 12/13（木）
 1/22（火）

第2回  1/22（火）

ＡＯ入試

ＡＯエントリー入試

ＡＯコーディネータ
入試

併願可

ＡＯエントリー入試
・  適性評価（面談、提出課題）お

よび書類審査（エントリーシート、
調査書）による選考

ＡＯコーディネータ入試
・書類審査および面接による選考

第1期 第2期 第3期

ＡＯ
エントリー
入試

エントリー期間  9/ 1（土）〜 9/ 9（日） 11/ 1（木）〜11/12（月）  1/25（金）〜 2/22（金）
面談日

（面談日時は指定します）
第1回：9/13（木）〜 9/15（土）
第2回：9/27（木）〜 9/29（土）

第1回：11/17（土）
第2回：12/ 1（土）

エントリー受付後に連絡

内定日 10/ 4（木）  12/ 4（火）  3/ 7（木）まで
コーディネータ入試の申込期間 9/ 1（土）〜 2019/ 2/19（火）まで、随時受付
出願期間 10/ 5（金）〜10/15（月） 12/ 4（火）〜12/11（火）  2/23（土）〜 3/12（火）
選考 書　類　審　査　等
合格発表日 10/25（木） 12/20（木）  3/18（月）16：00
入学手続
締切日

第1回 11/ 6（火）
 1/22（火）  3/25（月）

第2回  1/22（火）

３月入試 併願可 ・  書類審査、面接および小論文
による選考

出願期間  3/ 4（月）〜 3/12（火）
面接日と面接会場  3/14（木）　本学
合格発表日  3/18（月）16：00
入学手続締切日  3/25（月）

・専門高校入試（Ａ 工業科）および一般推薦入試（指定校）については、2019受験ガイドおよび募集要項をご確認ください。
・お問い合わせ先：入試室　　℡ 0120-250-267
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第
35
回

宮
代
町
民
ま
つ
り 

宮代町
だより

214号

　

８
月
25
日
、
26
日
の
２

日
間
、
進
修
館
周
辺
で
、

第
35
回
宮
代
町
民
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
、
日
本
工
業
大
学

の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
実
行
委
員
会
に

参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
運
営
や
広
報
記
録
、
当

日
の
安
全
美
化
活
動
と
幅

広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昼
か
ら
夜
ま
で
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
一
日

中
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。
見
る
だ

け
で
な
く
、
ぜ
ひ
参
加
し
、

夏
休
み
の
い
い
思
い
出
を

つ
く
っ
て
み
て
は
ど
う
で

す
か
。
詳
細
は
、
８
月
よ

り
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
盂
蘭
盆
会
（
う

ら
ぼ
ん
え
）、
別

名
「
盆
」
と
も
呼

ば
れ
る
行
事
の
こ

と
だ
。
こ
の
号
が

発
行
さ
れ
る
の
が

８
月
１
日
。
こ
の

機
会
に
来
歴
を
紹
介
し
た

い
。
▼
旧
暦
の
７
月
13
日
か

ら
15
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る

先
祖
の
霊
を
祭
る
行
事
で
あ

る
こ
と
は
周
知
の
事
実
だ
ろ

う
。
月
遅
れ
の
８
月
15
日
に

行
う
地
方
も
あ
る
。
▼
「
盂

蘭
盆
会
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
の
「
ウ
ラ
ハ
ナ
」
の
音

訳
で
あ
る
。
餓
鬼
道
＝
常
に

飢
え
と
渇
き
に
苦
し
む
亡
者

の
世
界
＝
に
落
ち
た
死
者
を

供
養
す
る
意
味
が
あ
る
と
い

う
。
▼
先
祖
の
霊
を
迎
え
て

祭
る
こ
と
は
正
月
の
行
事
と

同
じ
だ
。
た
だ
、
現
在
、
正

月
は
神
道
的
に
、
お
盆
は
仏

教
的
に
行
わ
れ
て
い
る
▼
盂

蘭
盆
会
の
行
事
が
日
本
の
朝

廷
で
執
り
行
わ
れ
た
の
は
６

０
６
年
７
月
15
日
と
い
わ
れ

て
い
る
。
今
か
ら
千
四
百
年

も
前
の
推
古
天
皇
の
時
代
だ

か
ら
、
歴
史
は
古
い
▼
そ
の

後
、
正
式
な
宮
廷
の
行
事
と

な
り
、
民
間
の
行
事
と
し
て

拡
が
り
を
み
せ
た
。
地
域
に

よ
っ
て
行
事
の
内
容
が
異
な

る
こ
と
も
興
味
深
い 

【
信
】

編 集 後 記

日
本
機
械
学
会

若
手
優
秀
講
演
フ
ェ
ロ
ー
賞

情
報
工
学
科
の
学
生
が

小
学
生
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
指
導

留
学
生
交
流
ツ
ア
ー・交
流
会

鎌倉大仏前で記念写真

事
業
計
画
案
、予
算
案
な
ど
承
認

工
友
会
定
時
総
会

地域別教育懇談会開催日程
【
配
置
換
】（
７
月
１
日
付
）

◆
古
澤
雅
仁
施
設
環
境
管
理

課
主
任
→
教
務
課
主
任
に
異

動【解
任
】（
６
月
30
日
付
）

◆
村
上
隆
之
Ｉ
Ｒ
室
長
補

佐
・
教
務
課
長
補
佐
兼
務
→

教
務
課
長
補
佐
兼
務
解
任

【
退
職
】（
６
月
30
日
付
）

◆
永
野
由
佳
教
務
課
員

◆
西
本
真
一
教
授
（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
エ
ジ
プ
ト
（
５
／

３
〜
５
／
９
）
／
目
的
＝
第
４

回
大
エ
ジ
プ
ト
博
物
館
国
際
ツ

タ
ン
カ
ー
メ
ン
会
議
で
の
研
究

発
表

◆
二
ノ
宮
進
一
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア

（
６
／
５
〜
６
／
10
）
／
目
的

＝
国
際
精
密
工
学
会
ｅ
ｕ
ｓ
ｐ

ｅ
ｎ
２
０
１
８
で
の
研
究
発
表

◆
加
藤
史
仁
准
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ

（
６
／
11
〜
６
／
17
）
／
目
的

＝
バ
イ
オ
セ
ン
サ
に
関
す
る
国

際
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
鳥
塚
潔
講
師
（
共
通
教
育
学

群
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
７
／

１
〜
７
／
５
）
／
目
的
＝
合
成

金
属
の
科
学
と
技
術
に
関
す
る

国
際
会
議
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｍ
２
０
１
８

で
の
研
究
発
表

◆
黒
津
髙
行
教
授
（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
ネ
パ
ー
ル
（
７
／

７
〜
７
／
12
）
／
目
的
＝
ハ
ヌ

マ
ン
ド
カ
王
宮
内
に
お
け
る
現

地
調
査

◆
野
口
憲
治
助
手
（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
ネ
パ
ー
ル
（
７
／

７
〜
７
／
13
）
／
目
的
＝
ネ

パ
ー
ル
国
ゴ
ル
カ
地
震
に
よ
る

建
築
資
産
の
被
災
状
況
緊
急
調

査
と
救
済
対
策
（
第
４
次
）

◆
大
宮
望
准
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
７
／
８
〜
７

／
12
）
／
目
的
＝
第
18
回
物
流

に
関
す
る
国
際
会
議
で
の
研
究

発
表

◆
生
駒
哲
一
教
授
（
電
気
電
子

通
信
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ

ギ
リ
ス
（
７
／
10
〜
７
／
15
）

／
目
的
＝
第
21
回
情
報
融
合
に

関
す
る
国
際
会
議
（
Ｆ
ｕ
ｓ
ｉ

ｏ
ｎ 

２
０
１
８
）
で
の
研
究

発
表

◆
劉
雯
准
教
授
（
共
通
教
育
学

群
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
７
／

20
〜
７
／
23
）
／
目
的
＝
平
成

30
年
度
日
本
留
学
フ
ェ
ア
参
加

の
た
め

◆
雨
宮
隆
教
授
（
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
（
７
／
29
〜
８
／
４
）

／
目
的
＝
ア
ジ
ア
バ
イ
オ
マ
ス

科
学
会
議
及
び
国
際
バ
イ
オ
マ

ス
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
河
住
有
希
子
准
教
授
（
共
通

教
育
学
群
）
／
出
張
先
＝
イ
タ

リ
ア
（
８
／
２
〜
８
／
６
）
／

目
的
＝
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
２
０
１

８
年
日
本
語
教
育
国
際
会
議
で

の
研
究
発
表

◆
木
村
貴
幸
准
教
授
（
電
気
電

子
通
信
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

ア
メ
リ
カ
（
８
／
５
〜
８
／

11
）
／
目
的
＝
２
０
１
８
年
非

線
形
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
応
用
に

関
す
る
国
際
会
議
で
の
研
究
発

表◆
丹
治
明
講
師
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
台
湾
（
８
／
15
〜

８
／
17
）
／
目
的
＝
近
代
化
遺

産
関
連
保
存
と
推
動
研
究
の
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
及
び
交
流
活

動◆
加
藤
史
仁
准
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
８

／
19
〜
８
／
22
）
／
目
的
＝
機

械
工
学
に
関
す
る
国
際
会
議
で

の
研
究
発
表

◆
那
須
秀
行
教
授
（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
韓
国
（
８
／
19
〜

８
／
24
）
／
目
的
＝
国
際
会
議

で
の
研
究
発
表　

木
材
技
術
国

際
学
会
Ｗ
Ｃ
Ｔ
Ｅ 

２
０
１
８

◆
樋
口
佳
樹
准
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
（
８
／
21
〜
８
／
25
）
／
目

的
＝
乾
式
ト
イ
レ
に
関
す
る
国

際
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
粂
野
文
洋
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

ギ
リ
シ
ャ
（
８
／
25
〜
９
／
１
）

／
目
的
＝
知
能
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

工
学
に
関
す
る
国
際
会
議
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
委
員
長
と
し
て
進

行
・
運
営

◆
神
林
靖
准
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

ギ
リ
シ
ャ
（
８
／
25
〜
９
／
１
）

／
目
的
＝
第
12
回
知
識
ベ
ー
ス

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学
国
際
会
議

に
て
研
究
発
表

◆
市
川
泰
弘
准
教
授
（
共
通
教

育
学
群
）
／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ

ス（
８
／
26
〜
９
／
６
）／
目
的

＝
大
英
図
書
館
及
び
エ
ジ
ン
バ

ラ
大
学
図
書
館
で
の
資
料
収
集

◆
張
暁
友
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

（
８
／
27
〜
８
／
31
）
／
目
的

＝
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
国
際
会
議

で
の
研
究
発
表

◆
伴
雅
人
教
授
（
応
用
化
学
科
）

／
出
張
先
＝
ク
ロ
ア
チ
ア
（
９

／
１
〜
９
／
８
）
／
目
的
＝
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
と
炭
素
材
料
に
関

す
る
国
際
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
衛
藤
和
文
教
授
（
共
通
教
育

学
群
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ
ア

（
９
／
１
〜
９
／
８
）
／
目
的

＝
半
群
に
関
す
る
国
際
会
議
Ｉ

Ｎ
ｄ
Ａ
Ｍ 

ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ 

に
お
け
る
研
究
発
表

◆
神
林
靖
准
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

イ
ギ
リ
ス
（
９
／
４
〜
９
／
９
）

／
目
的
＝
第
10
回
計
算
群
知
能

国
際
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
神
林
靖
准
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

フ
ラ
ン
ス
（
10
／
24
〜
10
／

29
）
／
目
的
＝
第
１
回
人
間
シ

ス
テ
ム
工
学
と
設
計
国
際
会
議

で
の
研
究
発
表

人
事
異
動

国
外
出
張

　

７
月
７
日
午
後
３
時
よ

り
、
富
山
県
宇
奈
月
温
泉
に

あ
る
「
延
楽
」
に
て
宮
代
会

の
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
全
国
か
ら
29
名

の
会
員
が
参
加
。
議
事
は
、

慎
重
審
議
の
上
、
全
て
了
承

さ
れ
た
。
会
長
に
は
廣
瀬　

修
氏
（
第
40
代
後
援
会
長
・

神
奈
川
）
の
就
任
が
決
定
し

た
。

　

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

２
年
（
櫛
橋
研
究
室
）
の
細

谷
拓
実
さ
ん
が
６
月
４
日
、

日
本
機
械
学
会
の
若
手
優
秀

講
演
フ
ェ
ロ
ー
賞
を
受
賞
し

た
。
受
賞
論
文
名
は
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ

を
用
い
た
機
構
学
教
材
の
開

発
」。

　

機
械
を
動
か
す
仕
組
み
を

学
ぶ
機
構
学
の
授
業
で
は
、

力
の
伝
達
を
理
解
す
る
た
め

に
模
型
や
動
画
が
利
用
さ
れ

て
い
る
。
本
研
究
で
は
立
体

物
へ
の
映
像
投
影
技
術
を
応

用
し
、
各
機
構
に
働
く
力
を

模
型
に
投
影
し
て
可
視
化
す

る
教
材
を
開
発
。
教
室
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
設
備
を
利
用
し
、

模
型
を
動
か
し
な
が
ら
力
の

変
化
を
双
方
向
的
に
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。
実
物
を
見
な

が
ら
教
室
全
体
で
の
同
時
学

習
が
可
能
と
な
り
、
学
習
効

果
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　

６
月
９
日
、
一
般
社
団
法

人
日
本
工
業
大
学
工
友
会
定

時
総
会
が
学
友
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、

全
国
か
ら
代
議
員
42
名
、
理

事
11
名
、
監
事
３
名
が
出

席
。
本
学
か
ら
は
来
賓
と
し

て
柳
澤
理
事
長
、
成
田
学
長

が
挨
拶
に
立
ち
、
日
頃
の
活

動
に
対
す
る
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
た
。

　

議
事
は
２
０
１
７
年
度
事

業
・
収
支
報
告
、
２
０
１
８

年
度
事
業
計
画
案
・
収
支
予

算
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

全
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
報
告
事
項
と
し

て
、
監
事
報
告
、
２
０
１
８

年
度
地
域
支
部
・
学
科
支
部

代
議
員
が
報
告
さ
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
中
心
と
な
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
定
員
24

名
で
７
回
実
施
さ
れ
た
。

「
体
を
動
か
し
て
プ
ロ
グ
ラ

ム
概
念
を
知
る
」「
マ
イ
ン

ク
ラ
フ
ト
」「
オ
ゾ
ボ
ッ
ト

（
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
）」
の
３

テ
ー
マ
が
用
意
さ
れ
、
小
学

生
と
保
護
者
が
順
に
体
験
し

た
。
各
回
と
も
整
理
券
配
布

が
１
時
間
前

に
終
了
と
な

る
ほ
ど
の
盛

況
で
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
へ
の
関

心
の
高
さ
が

窺
え
た
。
今

後
は
本
学
オ

リ
ジ
ナ
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム
に

よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開

催
を
目
指
し

て
い
る
。

指
導
、
笑
顔
を
引
き
出
す
撮

影
に
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取

り
組
ん
だ
こ
と
は
、
学
生
た

ち
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
と

な
っ
た
。

　

５
月
27
日
、
埼
玉
県
久
喜

市
の
大
型
商
業
施
設
「
モ

ラ
ー
ジ
ュ
菖
蒲
」に
お
い
て
、

本
学
情
報
工
学
科
と
Ｇ
Ｐ

リ
ー
グ
実
行
委
員
会
に
よ
る

小
学
生
対
象
イ
ベ
ン
ト
「
３

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
あ

そ
ぼ
う
！
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｇ
Ｐ
リ
ー
グ
と
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
知
識
・
技
術
を

ス
ポ
ー
ツ
形
式
で
競
い
合
わ

せ
、
子
ど
も
た
ち
の
自
由
な

興
味
・
関
心
や
能
力
に
合
っ

た
「
未
来
の
学
び
」
を
実
現

す
る
試
み
で
あ
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
情
報
工

学
科
３
・
４
年
の
学
生
約
20

名
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
指
導

や
記
録
撮
影
な
ど
を
担
当
。

子
供
た
ち
が
楽
し
く
学
べ
る

　

本
学
在
籍
の
外
国
人
留
学

生
を
対
象
と
し
た
研
修
ツ

ア
ー
が
５
月
26
・
27
日
に
実

施
さ
れ
た
。
日
本
の
歴
史
や

文
化
へ
の
興
味
喚
起
を
目
的

と
し
た
毎
年
恒
例
の
行
事

で
、
今
年
は
鎌
倉
、
江
ノ
島

方
面
へ
向
か
っ
た
。
事
前
研

修
と
し
て
５
月
11
日
、
学
内

で
鎌
倉
幕
府
や
鎌
倉
大
仏
、

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

参
加
学
生
は
約
１
０
０
名
を

数
え
、
大
学
か
ら
は
学
長
、

学
生
支
援
部
長
を
は
じ
め
と

す
る
教
職
員
、
地
元
宮
代
町

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
国

際
交
流
み
や
し
ろ
」
か
ら
数

名
が
参
加
。
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
親
睦
を
深
め
た
。

鶴
岡
八
幡
宮
、
江
ノ
島
な
ど

歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
機
会
が

設
け
ら
れ
た
。
ツ
ア
ー
１
日

目
は
江
ノ
島
で
自
由
見
学
の

後
、
鎌
倉
大
仏
と
鶴
岡
八
幡

宮
を
参
拝
。
２
日
目
は
観
音

崎
公
園
で
灯
台
や
サ
ン
ビ
ー

チ
を
散
策
し
、
久
里
浜
か
ら

浜
金
谷
ま
で
フ
ェ
リ
ー
に
乗

船
、
海
ほ
た
る
経
由
で
帰
校

し
た
。
２
日
間
と
も
好
天
に

恵
ま
れ
、
留
学
生
た
ち
は
歴

史
や
文
化
を
十
分
に
満
喫
で

き
た
よ
う
で
あ
る
。

　

６
月
26
日
に
は
、
留
学
生

交
流
会
が
ア
ル
テ
リ
ー
ベ

（
学
内
食
堂
）
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
も
毎
年

の
恒
例
行
事
で
、
外
国
人
留

学
生
同
士
や
日
本
人
学
生
、

教
職
員
と
の
親
睦
を
深
め
る

学生の指導を受けながらマインクラフトを体験

会
長
に
廣
瀬
氏
が
就
任

宮
代
会
総
会

原
社
長
が
再
任

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
株
主
総
会

　

５
月
26
日
、
第
51
期
定
時

株
主
総
会
が
本
学
理
事
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
原
隆
之
社
長
よ
り
、

当
期
の
事
業
経
過
と
決
算
内

容
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
、

質
疑
応
答
を
経
て
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、
任
期
満
了
に
伴

い
取
締
役
６
名
が
選
任
（
内

５
名
重
任
）
さ
れ
、
社
長
に

は
原
隆
之
氏
が
再
任
さ
れ

た
。
５
期
目
を
務
め
る
原
社

長
は
「
当
社
は
大
学
設
立
か

ら
１
年
後
に
設
立
さ
れ
、
今

年
で
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と

と
な
る
。
こ
の
節
目
の
年
と

な
る
１
年
間
、
誠
心
誠
意
、

代
表
取
締
役
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
」
と
決
意
表
明
を

行
い
、
株
主
総
会
を
締
め
く

く
っ
た
。

開  催  日 支  部  名 会　　　場 対象地域

9/8（土） 山梨県 笛吹市/ホテル春日居 山梨県

〃 長野県 長野市/ホテル信濃路 長野県

9/9（日） 本部
（北海道） 札幌市／札幌ガーデンパレス 北海道

〃 本部（四国） 高知市／高知共済会館 四国

〃 本部（九州） 福岡市／デュークスホテル博多 九州

9/15（土） 青森県 青森市/ラ・プラス青い森 青森県

〃 福島県 郡山市/清稜山倶楽部 福島県

〃 茨城県 土浦市/ホテルマロウド筑波 茨城県

〃 北陸 富山市/富山電気ビルディング 富山県・石川県・福井県

〃 静岡県 静岡市/男女共同参画センターあざれあ 静岡県

9/16（日） 栃木県 宇都宮市/ホテル丸治 栃木県

〃 近畿 尼崎市/ホテルヴィスキオ尼崎 大阪府・兵庫県・京都府 
奈良県・和歌山県・滋賀県

9/22（土） 蔵王 山形市/悠湯の郷　ゆさ 山形県・宮城県

9/23（日） 秋田県 秋田市/秋田温泉さとみ 秋田県

〃 群馬県 高崎市/ホテルグランビュー高崎 群馬県

9/29（土） 岩手県 花巻市/紅葉館 岩手県

〃 新潟県 長岡市/長岡グランドホテル 新潟県

〃 千葉県 千葉市/バーディーホテル千葉 千葉県

〃 沖縄県 那覇市/沖縄県青年会館 沖縄県

10/7（日） 本部（近県） 大学 東京都・埼玉県・神奈川県

10/13（土） 西中国 
東中国 岡山市/サンピーチOKAYAMA 広島県・山口県・島根県 

岡山県・鳥取県

未定 東海 愛知県・岐阜県・三重県

※  日程および会場は変更になる場合があります。詳細はご自宅に送付される案内をご覧くだ
さい。



本
日
は
日
本
工
業
大
学
設
立
５０
周
年
に
当
た
り
、
文
部
科

学
省
を
は
じ
め
、
日
本
私
立
大
学
協
会
、
埼
玉
県
な
ど
多
数

の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
そ
し
て
学
園
、
大
学
関
係
の

多
数
の
皆
様
の
ご
列
席
の
も
と
、
か
く
も
盛
大
に
記
念
式
典

を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
本
大
学
、
学
園
に
と

っ
て
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
本
学
が
設
立
さ
れ
た
昭
和
４２
年
、
１
９
６

７
年
は
、
学
園
と
し
て
創
立
６０
周
年
で
あ
り
ま
し
た
。
従
い

ま
し
て
、
こ
の
大
学
設
立
５０
周
年
は
、
学
園
と
し
て
は
１
１

０
周
年
と
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
現
在
、
わ
が
国
に
は
、
４
年
制
私
立
大
学
の
数
は
、

お
よ
そ
６
０
０
有
余
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
、
そ
の
設
立
の
時

期
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
４
つ
の
世
代
に
分
類
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
※
。
す
な
わ
ち
、
高
等
教
育

の
大
拡
張
期
以
前
、そ
れ
は
昭
和
３５
年
以
前
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
時
期
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
大
学
が
第
１
世
代
、
そ

し
て
、
昭
和
３５
年
か
ら
昭
和
４９
年
ま
で
の
、
高
等
教
育
大
拡

張
期
に
設
立
さ
れ
た
大
学
が
第
２
世
代

さ
ら
に
、
昭
和
５０

年
以
降
、大
拡
張
期
以
降
に
設
立
さ
れ
た
大
学
が
第
３
世
代
、

そ
し
て
、
近
年
の
１
９
９
８
年
、
平
成
１０
年
以
降
も
毎
年
１０

校
以
上
の
大
学
の
新
増
設
が
続
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
第
４

世
代
に
分
類
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、こ
の
分
類
に
よ
り
ま
す
と
、本
学
は
ま

さ
に
、第
２
世
代
、高
等
教
育
大
拡
張
期
に
、多
く
の
仲
間
の
大

学
と
共
に
生
ま
れ
た
大
学
と
言
え
る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
私
共
が
誇
り
を
も
っ
て
明
確
に
申
し
上
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
す
こ
と
は
、
本
学
の
設
立
は
、
学
園
の
規
模
的

な
発
展
膨
張
と
い
う
、
あ
る
意
味
、
時
代
の
流
れ
に
乗
っ
た

動
き
で
は
な
く
、
当
時
の
技
術
教
育
に
対
し
て
、
一
石
を
投

ず
る
、
理
想
を
追
求
す
る
と
い
う
、
学
園
設
立
関
係
者
の
止

む
に
や
ま
れ
ぬ
熱
情
が
そ
の
源
泉
に
な
っ
て
い
る
、
と
言
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

本
学
は
設
立
時
、
機
械
工
学
科
、
電
気
工
学
科
、
建
築
学

科
の
３
学
科
、
１
学
科
の
定
員
８０
名
、
１
学
年
２
４
０
名
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

開
学
時
、
全
国
の
工
業
高
校
か
ら
俊
英
た
ち
が
、
あ
る
者

は
地
方
の
若
者
の
質
朴
と
骨
太
さ
を
、
あ
る
者
は
都
会
の
知

識
と
洗
練
さ
を
、
そ
し
て
一
様
に
高
校
時
代
の
技
術
学
習
歴

を
も
っ
て
入
学
し
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、
ま
さ

に
、
全
国
の
工
業
高
校
の
念
願
で
あ
っ
た
、
工
業
高
校
生
の

大
学
進
学
の
隘
路
を
打
破
す
る
大
学
を
、
そ
し
て
、
ド
イ
ツ

流
と
も
い
え
る
高
等
教
育
入
学
前
に
、
技
術
実
務
経
験
を
求

め
る
と
い
う
我
が
学
園
の
理
念
を
実
現
す
る
大
学
が
設
立
さ

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

当
時
の
学
生
の
中
に
は
、
い
わ
ば
飯
の
食
え
る
ほ
ど
の
技

術
実
務
能
力
を
持
ち
、
教
授
陣
と
対
等
に
議
論
し
、
ま
た
実

験
実
習
で
そ
の
鍛
え
た
技
能
を
披
露
し
、
国
立
大
学
か
ら
着

任
し
た
教
員
を
驚
か
せ
た
と
い
う
話
も
多
く
聞
か
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
。

開
学
か
ら
３０
数
年
の
間
、
本
学
は
ま
さ
に
建
学
の
理
念
を

顕
現
し
、
結
実
さ
せ
て
行
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
間
、

大
学
と
し
て
規
模
的
に
も
順
調
な
歩
み
を
続
け
、
昭
和
５０
年

シ
ス
テ
ム
工
学
科
設
置
、
昭
和
５７
年
大
学
院
工
学
研
究
科
修

士
課
程
設
置
、
平
成
７
年
情
報
工
学
科
の
設
置
等
々
、
１
学

年
１
０
０
０
名
、
収
容
定
員
４
０
０
０
名
、
そ
し
て
大
学
院

博
士
課
程
、
専
門
職
大
学
院
を
も
擁
す
る
大
学
へ
と
発
展
を

遂
げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
特
に
本
学
の
５０
年
の
歩
み
の
中

で
申
し
上
げ
る
と
す
れ
ば
、
特
に
、
こ
の
１０
年
の
間
、
社
会

状
況
、
そ
し
て
大
学
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
化

し
、
い
わ
ゆ
る
社
会
全
体
を
覆
う
少
子
高
齢
化
と
、
大
学
受

験
層
で
あ
る
１８
歳
人
口
の
急
激
な
減
少
、
そ
し
て
、
そ
れ
に

反
す
る
大
学
数
の
増
加
と
い
う
状
況
の
中
、
国
公
立
大
学
の

工
業
高
校
生
の
受
け
入
れ
が
象
徴
的
に
示
す
よ
う
に
、
工
業

高
校
生
の
大
学
進
学
環
境
の
変
化
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
全

国
の
工
業
高
校
が
技
術
を
志
向
す
る
有
能
な
若
者
を
、
必
ず

し
も
吸
引
し
き
れ
な
い
と
い
う
現
実
に
立
っ
て
、
本
学
の
建

学
の
理
念
、
教
育
の
理
念
も
、
そ
の
再
定
義
、
再
確
認
を
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
率
直
な
認
識
と
し
て
申
し
上
げ
ざ

る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
今
の
状
況
に
拘
ら
ず
、
先
ず
第
一
に
、
私
た

ち
は
建
学
の
理
念
を
掲
げ
、
日
本
の
技
術
教
育
に
一
石
を
投

じ
、
大
学
設
立
か
ら
今
日
ま
で
、
確
固
た
る
成
果
を
生
ん
で

参
り
ま
し
た
我
が
大
学
の
歩
み
、
そ
の
足
跡
に
万
感
の
思
い

を
持
っ
て
敬
意
を
表
し
、
誇
り
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

我
が
大
学
の
存
在
が
全
国
の
工
業
高
校
生
に
夢
を
与
え
、
そ

し
て
、
建
学
の
理
念
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
、
そ
れ
を
体
現
し

た
卒
業
生
諸
君
が
、
技
術
者
と
し
て
、
教
育
者
と
し
て
、
我

が
国
の
存
立
、
発
展
に
寄
与
し
、
ま
さ
に
一
時
代
を
画
し
て

来
た
こ
と
は
、
何
人
も
消
し
去
る
事
の
出
来
な
い
学
園
の
財

産
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
我
々
、
日
本
工
業
大
学

教
職
員
、
学
生
、
そ
し
て
卒
業
生
、
学
園
関
係
者
あ
げ
て
、

こ
の
事
を
胸
に
刻
み
、
誇
り
と
し
て
、
次
の
５０
年
に
向
け
て

歩
み
を
進
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
つ
ぎ
に
、
こ
の
大
学
設
立
５０
周
年
を
機
に
申
し

上
げ
た
き
事
は
、建
学
の
理
念
に
新
た
な
生
命
を
吹
き
込
み
、

力
強
い
歩
み
を
続
け
る
こ
と
を
こ
こ
に
高
ら
か
に
宣
言
す
る

と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。
当
然
の
事
な
が
ら
「
建
学
の
精
神

が
反
映
さ
れ
な
い
私
立
大
学
は
私
立
大
学
で
は
な
い
」
と
言

う
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
い
つ
の
時
代
で
あ
ろ

う
と
も
、
時
は
移
り
、
社
会
状
況
の
変
化
は
、
留
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
建
学
の
精
神
と
い
え
ど
も
、

そ
こ
に
変
化
、
成
長
が
求
め
ら
れ
る
事
は
自
明
の
理
で
あ
り

ま
す
。そ
の
時
、必
要
と
な
る
の
は
、時
代
の
変
遷
に
対
し
て
、

建
学
の
精
神
に
更
な
る
生
命
を
吹
き
込
み
、
社
会
に
対
し
そ

の
意
義
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
か
否
か
で
あ
り
ま
す
。
厳
し
く

申
し
上
げ
れ
ば
、
意
義
を
見
出
し
得
な
い
大
学
は
退
場
を
よ

ぎ
な
く
さ
れ
る
と
も
申
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。

本
学
は
、
工
業
高
校
と
い
う
大
学
入
学
前
の
学
習
、
あ
る

い
は
技
術
体
験
を
教
育
の
前
提
と
す
る
と
共
に
、
広
く
高
等

学
校
生
徒
に
そ
の
門
戸
を
開
き
、
本
学
で
し
か
な
し
得
な
い

教
育
展
開
に
よ
っ
て
、
建
学
の
理
念
を
具
現
化
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
建
学
の
理
念
の
根
本
で

あ
る
「
実
践
的
技
術
者
の
育
成
」
の
実
現
の
た
め
に
、
社
会

状
況
の
変
化
に
対
応
し
、
今
日
ま
で
の
本
学
の
教
育
成
果
の

上
に
、
そ
の
理
念
を
実
現
し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
建
学
の
理
念
を
展
開
し
、
新
た

に
「
実
工
学
」
教
育
、
す
な
わ
ち
工
学
教
育
に
お
け
る
高
度

な
実
学
の
尊
重
を
提
唱
し
、
こ
れ
を
力
強
く
実
践
し
て
参
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

「
実
工
学
」
の
提
唱
は
、
ま
さ
に
本
学
の
建
学
の
理
念
が

そ
の
さ
ら
な
る
展
開
を
求
め
ら
れ
て
い
た
、
大
学
設
立
４０
周

年
に
な
ろ
う
と
す
る
２
０
０
５
年
・
平
成
１７
年
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
年
は
、
本
学
の
工
房
を
中
心
と
し
た
実
践
的
教
育
の
取

組
が
、
文
部
科
学
省
の「
特
色
あ
る
大
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

い
わ
ゆ
る
特
色
Ｇ
Ｐ
に
採
択
さ
れ
、こ
れ
と
期
を
一
に
し
て
、

展
開
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

実
工
学
教
育
の
理
念
は
、
学
生
諸
君
へ
の
呼
び
か
け
で
あ

り
ま
す
「
実
工
学
の
学
び
」
に
端
的
に
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

す
な
わ
ち

１

現
実
社
会
に
役
立
つ
こ
と
を
目
標
に
学
ぶ
工
学

２

実
際
の
技
術
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
工
学

３

自
ら
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
工
学

４

理
論
を
現
実
化
す
る
た
め
に
学
ぶ
工
学

５

実
感
（
感
性
）
と
な
る
ま
で
継
続
し
て
学
ぶ
工
学

で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
本
学
は
建
学
の
精
神
を
敷
衍
し
た
、
こ
の
実
工
学

教
育
の
理
念
を
堅
持
し
、
教
学
運
営
に
邁
進
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
併
せ
て
、
開
学
以
来
の
理
念
で
あ

る
、
高
等
教
育
入
学
前
す
な
わ
ち
、
ま
だ
、
感
性
の
み
ず
み

ず
し
い
時
期
に
実
際
の
技
術
に
触
れ
、
そ
の
体
験
の
上
に
高

度
な
技
術
教
育
を
行
う
と
い
う
、
古
今
変
わ
ら
ぬ
技
術
教
育

の
真
理
、
技
術
習
得
の
原
理
を
、
広
く
若
者
全
体
を
対
象
に

継
続
実
践
し
て
参
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

設
立
５０
周
年
を
迎
え
た
今
日
、
私
共
大
学
関
係
者
は
、
設

立
時
の
本
キ
ャ
ン
パ
ス
の
姿
を
思
い
起
こ
さ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
田
圃
を
埋
め
立
て
た
土
地
に
ポ
ツ
ン
と
立
つ
一
棟

だ
け
の
本
館
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
幾
棟
か
の
実
験
棟
、
宮
代

砂
漠
と
言
わ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
大
学
か
ら
駅
ま
で
商
店
は

ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実

ぶ
り
を
見
る
と
き
、
本
大
学
が
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
も
、

寝
食
を
忘
れ
て
努
力
さ
れ
た
学
園
先
輩
方
、
５０
年
の
歴
史
を

紡
い
で
こ
ら
れ
た
教
職
員
の
方
々
、
我
々
と
ス
ク
ラ
ム
を
組

ん
で
頑
張
っ
て
く
れ
た
全
卒
業
生
学
生
諸
君
、
そ
し
て
、
我

が
子
よ
り
熱
く
な
っ
て
い
た
だ
い
た
御
父
母
、
後
援
会
の
皆

様
、
近
隣
地
元
の
方
々
、
そ
し
て
ご
指
導
い
た
だ
い
た
関
係

諸
機
関
の
方
々
、
こ
こ
に
学
園
を
代
表
し
、
す
べ
て
の
皆
様

に
感
謝
、
御
礼
申
し
上
げ
、
日
本
工
業
大
学
設
立
５０
周
年
記

念
式
典
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
３０
年
６
月
１０
日日

本
工
業
大
学

理
事
長

柳
澤

章

※
濱
中
義
隆
「
私
立
大
学
の
類
型
と
学
生
規
模
の
変
容
」

現
代
の
高
等
教
育
（
№
5
8
4
）

日本工業大学設立50周年記念式典 理事長挨拶全文

技
術
教
育
の
理
想
を
追
求
し

次
の
50
年
へ
、歩
み
を
進
め
る

理事長
柳澤 章

現在（２０１８年）のキャンパス

開学当時（１９６９年）のキャンパス



本
日
こ
こ
に
、日
本
工
業
大
学
設
立
５０
周
年
記
念
式
典
を
、

多
く
の
ご
来
賓
や
本
学
関
係
者
の
皆
様
の
ご
臨
席
の
も
と
、

執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
本
学
に
と
り
ま
し
て

誠
に
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
ご
多
用
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
、
日
本
工
業
大
学
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
学
が
５０
年
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
、
５０
年
の
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
に
お
け
る
皆
様
や
先
人
の
方
々
の
ご
尽
力
の
積
み

重
ね
に
よ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、

衷
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
今
回
の
新
講
義
棟
の
建
設
を
は
じ
め
と
す
る
周
年
記
念

事
業
に
対
し
ま
し
て
は
、
趣
旨
に
賛
同
頂
き
、
皆
様
か
ら
厚

い
ご
支
援
な
ら
び
に
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。
重
ね
て
、
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

本
学
は
、
理
事
長
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
全

国
の
工
業
高
校
の
念
願
で
あ
っ
た
、
工
業
高
校
生
の
大
学
進

学
の
隘
路
を
打
破
す
る
と
い
う
関
係
者
の
熱
い
想
い
と
、
当

時
の
我
が
国
の
技
術
教
育
に
一
石
を
投
じ
る
と
い
う
高
い
志

か
ら
生
ま
れ
た
大
学
で
あ
り
ま
す
。
当
時
は
約
６０
万
人
の
生

徒
が
全
国
の
工
業
高
校
で
学
ん
で
い
ま
し
た
。
本
学
は
、
そ

の
中
か
ら
、
さ
ら
な
る
学
び
を
志
す
優
秀
な
進
学
希
望
者
を

集
め
、
入
学
直
後
か
ら
高
い
レ
ベ
ル
の
実
験
実
習
、
製
図
課

題
な
ど
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
、
工
業
立
国
と
し

て
発
展
す
る
日
本
を
支
え
る
多
く
の
実
践
的
技
術
者
を
世
に

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
長
い
伝
統
の
中
で
工
夫
を
重
ね
、

切
磋
琢
磨
し
て
確
立
さ
れ
た
「
実
工
学
の
学
び
」
は
、
体
験

し
な
が
ら
理
論
を
学
び
理
解
を
深
化
さ
せ
て
い
く
「
デ
ュ
ア

ル
・
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

支
え
て
き
た
実
習
用
の
設
備
・
装
置
の
数
々
は
、
今
な
お
他

の
工
業
大
学
を
圧
倒
す
る
本
学
の
大
き
な
資
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。
工
業
高
校
で
学
び
の
楽
し
さ
と
喜
び
を
感
じ
、
自
ら

の
専
門
性
を
さ
ら
に
高
め
た
い
と
い
う
明
確
な
学
び
の
目
標

を
持
っ
た
学
生
が
本
学
に
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
、
体
験
的
な
学
び
を
工
業
高
校
の
後
輩
た
ち
の
教
育
に

還
元
し
た
い
と
、
教
職
を
目
指
す
学
生
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
全
国
の
工
業
高
校
で
、
９
０
０
名
を
超

え
る
、
多
く
の
本
学
出
身
の
教
諭
が
今
も
教
鞭
を
と
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
本
学
の
大
き
な
財
産
で
あ
り
ま
す
。
教
員

の
指
導
で
努
力
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
夢
中
に
な
っ
て
ト

コ
ト
ン
課
題
に
取
り
組
む
、
そ
れ
を
社
会
に
還
元
す
る
。
こ

れ
こ
そ
が
本
学
の
学
生
気
質
で
あ
り
、
培
っ
て
き
た
良
き
伝

統
で
あ
り
ま
す
。

私
が
本
学
に
奉
職
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
設
立
３０
周
年
を

迎
え
た
平
成
９
年
で
あ
り
ま
す
。
当
時
は
入
学
生
の
９
割
が

工
業
高
校
出
身
者
で
、
工
業
科
向
け
の
「
一
般
入
試
」
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
数
学
・
英
語
各
１
０
０
点
、
機
械
・
電
気
・

建
築
な
ど
の
選
択
専
門
科
目
が
２
０
０
点
と
い
う
配
点
で
し

た
。
建
築
学
科
に
着
任
し
て
早
々
に
携
わ
っ
た
の
が
、
こ
の

専
門
科
目
の
問
題
作
成
で
あ
り
、「
建
築
計
画
」
な
ど
初
め

て
見
る
工
業
高
校
の
教
科
書
と
格
闘
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
後
導
入
し
た
Ａ
Ｏ
入
試
で
は
、
模
型
製
作

や
、
デ
ッ
サ
ン
実
習
、
実
物
の
椅
子
を
そ
の
場
で
測
量
し
な

が
ら
図
面
化
す
る
作
図
な
ど
、
工
業
科
で
の
学
び
を
活
か
す

入
試
を
工
夫
し
て
き
ま
し
た
。
建
築
学
科
以
外
で
も
、
各
学

科
が
創
意
工
夫
に
あ
ふ
れ
た
課
題
を
考
案
し
、
今
思
い
起
こ

せ
ば
、
昨
今
の
入
試
改
革
で
議
論
さ
れ
て
い
る
方
向
性
を
先

取
り
し
た
、
先
進
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と
再
評
価
で
き

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
そ
の
後
２０
年
と
い
う
時
を
経
て
、
本
学
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。工
業
高
校
の
生
徒
数
は
、

現
在
約
２５
万
人
と
大
学
設
立
時
の
４
割
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
こ
の
春
の
本
学
へ
の
入
学
生
の
工
業
科
出
身
者
の
比
率

は
３９
％
で
、
す
で
に
普
通
科
出
身
者
数
が
工
業
科
出
身
者
数

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
今
全
国
の
大
学
で
課
題

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に

代
表
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
技
術
が
全
て
の
産
業
に
浸
透
す
る
知
的
集

約
化
社
会
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・
０
に
対
応
す
る
人
材
、

２１
世
紀
型
ス
キ
ル
を
備
え
た
人
材
を
、
学
士
課
程
で
い
か
に

育
成
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
学
は
、
工
業
科
中
心
か

ら
普
通
科
へ
の
学
生
層
の
広
が
り
と
合
わ
せ
、
二
重
の
意
味

で
急
速
な
変
化
に
晒
さ
れ
、
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
受
け
止
め
、
新
し
い
時
代
に
立
ち
向

か
う
べ
く
、
次
の
半
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
今
年
、
日
本

工
業
大
学
は
学
部
・
学
科
改
組
と
大
幅
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
改
編
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
組
で
は
、「
実
工
学

教
育
」
と
い
う
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
の

変
化
に
も
適
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
本
学
が
進

化
す
る
こ
と
、『
継
承
と
進
化
』
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
い

た
し
ま
し
た
。
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
で
は
「
現
場
で
創
意

工
夫
で
き
る
技
術
者
、
技
術
で
新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る

人
材
」
の
育
成
を
謳
い
ま
し
た
。
前
者
の
「
現
場
で
創
意
工

夫
で
き
る
技
術
者
」
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
本
学
の
伝

統
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を『
継
承
』す
る
と
い
う
宣
言
で
あ
り
、

後
者
の
「
技
術
で
新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る
人
材
」
は
、

変
化
へ
の
対
応
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
た
『
進
化
』

す
る
こ
と
の
宣
言
で
あ
り
ま
す
。
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、

特
に
工
学
基
礎
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
学
生
が
ト
コ
ト
ン

や
り
抜
く
環
境
を
創
り
だ
し
、
同
時
に
、
学
修
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
も
充
実
さ
せ
、
わ
か

る
ま
で
教
え
る
と
い
う
覚
悟
も
教
職
員
に
共
有
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

本
学
は
「
実
工
学
」
を
標
榜
し
て
い
ま
す
。「
実
学
」
と

は
一
言
で
い
え
ば
「
役
に
立
つ
学
問
」
と
解
さ
れ
ま
す
が
、

役
に
立
つ
か
ど
う
か
の
判
断
に
は
、
必
ず
価
値
観
が
伴
い
ま

す
。
自
ら
の
技
術
が
今
後
社
会
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
く
の
か
、
時
間
と
空
間
の
双
方
か
ら
俯
瞰
で
き
る
人
間

で
あ
り
技
術
者
で
あ
る
こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
俯
瞰
力
」
に
加
え
、
今
社
会
か

ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
変
化
に
対
応
す
る
力
」「
自
ら

考
え
続
け
る
力
」
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
と

な
る
相
手
の
立
場
を
理
解
す
る
「
想
像
力
」、
相
手
の
想
い

を
感
じ
取
れ
る
「
感
受
性
」
で
す
。
今
回
の
改
革
で
は
、
ま

だ
ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
力
を
身
に
付

け
さ
せ
る
こ
と
に
も
注
力
致
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
市
民
」
と
し
て
、「
人
」
と

し
て
の
素
養
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
は
、
文
部
科
学
省
が

す
す
め
て
き
た
大
学
改
革
実
行
プ
ラ
ン
、
学
士
課
程
教
育
の

質
的
転
換
の
中
で
も
強
調
さ
れ
て
い
る
課
題
で
す
。
Ｔ
ｅ
ａ

ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
か
ら
Ｌ
ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
へ
の
シ
フ
ト
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
の
教
育
方

法
や
教
育
ツ
ー
ル
の
導
入
が
、
各
大
学
に
今
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
本
学
で
は
今
ま
さ
に
継
続
的
な

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

社
会
の
要
求
も
変
化
し
て
い
る
今
、
学
生
気
質
の
急
速
な

変
化
に
直
面
し
、
本
学
に
と
っ
て
本
当
に
必
要
な
教
育
と
は

何
な
の
か
。
今
回
の
改
革
で
は
、
こ
の
本
質
的
な
問
い
を
真

剣
に
考
え
ま
し
た
。
管
見
な
が
ら
私
が
得
た
結
論
は
、「
目

の
前
の
学
生
に
真
摯
に
向
き
合
う
こ
と
か
ら
し
か
答
え
は
見

つ
か
ら
な
い
」
と
言
う
こ
と
で
す
。
教
育
に
「
万
能
の
処
方

箋
」は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
の
前
の
学
生
に
今
何
が
必
要
か
を
、

適
確
に
判
断
し
、
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
で
き
る

よ
う
教
員
の
力
量
を
磨
く
こ
と
、
そ
れ
以
上
も
、
そ
れ
以
下

も
な
い
。
教
育
は
、
学
生
と
教
員
が
互
い
に
学
び
合
う
「
双

方
向
の
プ
ロ
セ
ス
」
で
す
。「
学
ぶ
心
」
に
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
る
の
が
教
員
の
最
大
の
使
命
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
最
も
新
鮮
で
多
様
な
素
材
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
は
目
の

前
の
学
生
で
す
。
教
員
は
自
ら
が
受
け
た
教
育
以
上
の
教
育

観
は
持
ち
え
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
の
経
験

に
と
ら
わ
れ
ず
に
学
生
の
実
態
を
直
視
し
、
授
業
改
善
と
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
教
員
自

身
が
不
断
の
改
善
の
必
要
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

主
体
的
に
教
育
内
容
を
見
直
し
、
教
育
方
法
を
学
び
、
実
践

す
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
い
く
、
こ
れ
が
教
育
の
課
題
で

あ
り
ま
す
。
教
員
自
身
の
問
い
続
け
る
姿
勢
こ
そ
が
教
育
を

豊
か
に
す
る
、
そ
の
こ
と
を
全
学
で
共
有
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
学
と
い
う
組
織
は
、
社
会
と
の
開
か
れ
た
対

話
を
通
じ
て
「
自
律
的
に
、
自
ら
を
、
変
革
す
る
」
組
織
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
学
生
に
対
し
て
「
変
化
に
対
応
す

る
」「
自
ら
考
え
続
け
る
」
を
求
め
る
前
に
、
大
学
自
身
が

そ
う
あ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
学
の
中
で
変
化
を
生
じ

さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
の
か
、

そ
の
こ
と
が
今
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
我
々

教
職
員
は
、
学
生
が
置
か
れ
て
き
た
環
境
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

「
想
像
力
」
と
彼
ら
の
発
す
る
言
葉
や
態
度
の
意
味
を
受
け

取
る
「
感
受
性
」
を
持
て
て
い
る
の
か
。
彼
ら
に
そ
の
よ
う

な
資
質
を
身
に
付
け
さ
せ
る
前
に
、
自
ら
を
振
り
返
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
学
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
の
責
任

を
外
部
に
求
め
る
の
か
、
内
部
に
求
め
る
の
か
。
現
実
を
自

ら
受
け
止
め
、
そ
の
上
で
我
々
は
、
学
生
た
ち
に
何
を
語
り
、

生
き
様
と
し
て
何
を
示
せ
る
の
か
。
そ
の
姿
勢
を
ぶ
れ
な
い

軸
と
し
つ
つ
、
本
学
に
真
に
必
要
な
改
革
を
自
ら
見
定
め
、

自
ら
判
断
し
、「
内
発
的
な
大
学
改
革
」
を
進
め
る
こ
と
に

方
途
を
尽
く
す
。
社
会
が
こ
れ
か
ら
の
大
学
に
求
め
て
い
る

本
質
は
、
こ
こ
に
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
の
「
学
び
方
」
を
身
に

つ
け
る
場
と
し
て
、
価
値
あ
る
、
選
ば
れ
る
、
社
会
に
貢
献

す
る
大
学
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
教
職
員
一
同
、
全
力
を

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
本
日
ご
参
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
本
学

の
永
き
に
わ
た
る
歴
史
を
築
き
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て

の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、さ
ら
な
る
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
賜
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
日
本
工
業
大
学
設

立
５０
周
年
記
念
式
典
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
３０
年
６
月
１０
日日

本
工
業
大
学

学
長

成
田

健
一

日本工業大学設立50周年記念式典 学長挨拶全文

学
生
に
真
摯
に
向
き
合
い

内
発
的
な
大
学
改
革
を
実
行

学 長
成田 健一

教育の新たな拠点となる多目的講義棟
（完成イメージ／２０１８年１２月竣工予定）


